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児
童
生
徒
の
学
力
の
状
況
を
、
今
年
行
わ
れ

た
３
つ
の
学
力
調
査
か
ら
、
小
学
６
年
生
・
中

学
３
年
生
の
結
果
を
基
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査〔
Ｈ
27･
１
〕

　

右
の
グ
ラ
フ
は
、
今
年
１
月
、
小
学
５
年
生
、

中
学
１
・
２
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
た
、
鹿
児

島
学
習
定
着
度
調
査
の
結
果
で
す
。

　

小
学
５
年
生（
現
在
小
学
６
年
生
）で
は
、
国

語
が
県
平
均
と
同
程
度
で
、
他
の
３
教
科（
社

会
・
算
数
・
理
科
）は
、
県
平
均
を
上
回
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
中
学
２
年
生（
現
在
中
学
３
年
生
）で

は
、
社
会
科
が
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
も
の

の
、
そ
れ
以
外
の
４
教
科
で
は
、
県
平
均
を
や

や
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
標
準
学
力
検
査〔
Ｈ
27
・
４
〕

　

右
の
グ
ラ
フ
は
、
４
月
に
実
施
し
た
標
準
学

力
検
査
の
結
果
で
す
。

　

標
準
学
力
検
査
は
、
小
学
１
年
生
を
除
く
全

て
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
行
わ
れ
て
お
り
、
学

力
の
水
準
を
全
国
標
準
と
比
較
し
て
分
析
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
縦
軸
は
学
力
偏
差
値
で
、

全
国
平
均
は
50
と
な
り
ま
す
。）

　

小
学
６
年
生
で
は
、
４
教
科
全
て
に
お
い
て

全
国
平
均
偏
差
値
50
を
上
回
っ
て
お
り
、
①
の

調
査
結
果
と
同
様
、
概
ね
満
足
で
き
る
学
力
を

示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
社
会
以
外
は
前
回

よ
り
伸
び
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
中
学
３
年
生
で
は
、
全
て
の
教
科
に

お
い
て
、
わ
ず
か
に
全
国
平
均
偏
差
値
に
達
し

て
い
ま
せ
ん
。
特
に
、
数
学
に
お
い
て
は
課
題

が
残
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査〔
Ｈ
27
・
４
〕

　

右
の
グ
ラ
フ
は
、
４
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
で
す
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
小
学
６
年

生
と
中
学
３
年
生
が
対
象
で
、
国
語
・
算
数

（
数
学
）・
理
科
の
３
教
科
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

う
ち
、
国
語
と
算
数（
数
学
）は
、
Ａ
問
題（
主

と
し
て
知
識
）と
Ｂ
問
題（
主
と
し
て
活
用
）に

分
け
て
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
学
６
年
生
で
は
、
算
数
Ａ
に
お
い
て
県
や

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
理
科
に
お
い
て

も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
国
語
Ｂ
、

算
数
Ｂ
は
、
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
も
の

の
、
差
は
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
中
学
３
年
生
に
お
い
て
は
、
国
語
Ｂ

と
理
科
は
わ
ず
か
な
差
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全

体
的
に
見
て
、
県
や
全
国
平
均
に
は
達
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
分
析
す
る
と
、基
礎
的
・

基
本
的
な
内
容
の
知
識
や
理
解
度（
Ａ
問
題
）は

概
ね
定
着
し
て
い
る
も
の
の
、
学
ん
だ
こ
と
を

生
活
や
日
常
の
場
面
に
活
用
・
応
用
す
る
力（
Ｂ

問
題
）が
小
・
中
学
校
と
も
に
課
題
が
残
っ
た

形
で
す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
各
学
校
で
は
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
な
ど
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
た

め
に
、
次
の
よ
う
な
授
業
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

質
問
紙
な
ど
か
ら
見
え
る
子
ど
も

た
ち
の
良
さ
と
課
題

　

全
国
学
習
・
学
力
状
況
調
査
で
は
、
質
問
紙

に
よ
る
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

  

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
、
学
習

方
法
、
学
習
環
境
、
生
活
の
状
況
な
ど
に
関
す

る
意
識
を
調
査
し
た
も
の
で
す
。  

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
全
国
と
比
較
し
た
、
本
市

の
子
ど
も
た
ち
の
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
家
庭
で
は
復
習
を
中
心
と

し
た
学
習
傾
向
が
強
く
、
学
校
や
図
書
館
を
上

手
に
活
用
し
て
本
を
読
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
行
事
に
進
ん
で
参
加

し
て
い
る
割
合
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校

に
お
け
る
授
業
態
度
に
つ
い
て
も
、
私
語
が
少

な
く
落
ち
着
い
て
お
り
、
熱
意
を
持
っ
て
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
高
い
評
価
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
友
達
の
前
で
自
分
の
考
え
や
意
見
を

述
べ
る
こ
と
に
は
、
苦
手
意
識
が
あ
る
よ
う
で

す
。
多
く
の
情
報
を
読
み
取
り
、
自
分
の
考
え

を
ま
と
め
る
力
が
、
よ
り
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、社
会
の
出
来
事
に
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
全
小
中
学
校
に

新
聞
を
購
入
し
、
各
学
校
の
新
聞
コ
ー
ナ
ー
な

ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
与
え
ら
れ
た
知

識
だ
け
で
な
く
、
自
ら
問
題
を
提
起
し
、
解
決

し
て
い
く
力
の
習
得
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

右
の
グ
ラ
フ
は
、本
市
が
調
査
し
て
い
る「
家

庭
学
習
状
況
」の
結
果
で
す
。

　

学
校
で
は
、「
学
年
×
10
分
＋
30
分
以
上
」の

家
庭
学
習
時
間
を
確
保
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
が
、
目
標
水
準（
小
学
生
90
％
・
中
学
生

80
％
）に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

各
家
庭
に
お
い
て
、「
学
年
×
10
分
＋
30
分

以
上
」の
家
庭
学
習
が
習
慣
に
な
る
よ
う
、
子

ど
も
へ
の
声
か
け
や
励
ま
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
朝
食
」「
携
帯
・
ス
マ
ホ
」と　
　

学
力
と
の
関
係

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
分
析
で

は
、「
ク
ロ
ス
集
計
」も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ス
集
計
と
は
、
学
力（
平
均
正
答
率
）と
、

児
童
生
徒
の
学
校
や
家
庭
で
の
生
活
習
慣
・
学

習
環
境
な
ど
の
回
答
内
容
と
を
重
ね
て
分
析
し

た
も
の
で
す
。

●
朝
食
と
学
力
と
の
関
係

　
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
習
慣
の
あ
る
生
徒
が
、

学
力
が
高
い
傾
向
に
あ
る
」と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。「
午
前
中
の
パ
ワ
ー
と
集
中
力
は
朝

食
か
ら
」と
い
わ
れ
ま
す
。
朝
の
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
、
朝
食
で
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
、

学
力
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
携
帯
・
ス
マ
ホ
と
学
力
と
の
関
係

　

携
帯
や
ス
マ
ホ
の「
一
日
当
た
り
の
使
用
時

間
」が
、
学
力
と
の
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

本
市
に
お
い
て
も
全
国
と
同
様
、
一
日
当

た
り
の
使
用
時
間
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

正
答
率
が
下
が
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
ひ
い

て
は
、
睡
眠
不
足
に
よ
る
生
活
の
乱
れ
、
集

中
力
や
学
習
意
欲
の
低
下
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め

や
友
人
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
危
険

性
も
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ（
有
害
ア

ク
セ
ス
制
限
）の
設
定
や
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル

作
り
、
日
頃
か
ら
の
親
子
・
家
族
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
生
活

環
境
や
学
習
環
境
を
整
え
て
い
く
取
り
組
み

が
望
ま
れ
ま
す
。

 １　�どんな力をつけさせたいのか、何をどのように学ばせるのか、目標を明確
にした授業を行う。

 ２　�子どもが学びたいと思うような魅力ある「学習問題やめあて」を子どもと創る。
 ３　子どもが「分かった。できた。」と思える授業を創る。　
 ４　子どもが思い切り活動する授業を創る。　
 ５　自分の思いを伝え、友達を認め、共に磨き、高め合う授業を創る。
 ６　子どもが「がんばった。工夫した。発見した。」と言える授業を創る。
 ７　ペアやグループ活動を生かして、全員が発表できる授業を行う。
 ８　�教師が教卓から離れて、子どもの近くに寄り添い、子どもの様子や思いを

感じ取ることを大切にした授業を行う。　
 ９　�めあてとまとめをつなげて、分かったことや学んだことを振り返る授業を行う。
10　�授業を終えたら板書を教室の後ろから見て、自分の指導を振り返る。

　
本
市
に
は
、
豊
か
な
自
然

や
景
観
、
歴
史
・
文
化
の

教
育
的
資
源
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

活
用
し
な
が
ら
、
教
育
活
動

の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
の
方
々
や
保
護

者
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
大
切
に
育
み

た
い
で
す
ね
。

本
市
の
学
力
の
状
況
に
つ
い
て

【
問
合
先
】＝�

本
庁
学
校
教
育
課
指
導
グ
ル
ー
プ 

（
23
）５
１
１
１（
内
線
５
３
４
１
）
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